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プロジェクト概要 
数理データ・数理モデル解析などの数理研究を、臓器間相互作用に関

する実験研究と連携して行い、さらに目標 2 横断的な包括的未病デー

タベースを構築します。特に、健康状態から疾病状態へ状態遷移する前

の未病状態を検出する DNB 理論とその補完理論や AI を統合して、様々

な疾病の未病の超早期発見とネットワーク制御理論による超早期治療

に関する汎用的数理手法を提案します。それにより、2050 年には、疾

患の超早期予測・予防システムが整備された社会の実現を目指します。 

 

２０３０年までのマイルストーン 
数理・AI 解析により、疾患の予兆を未病前状態・未病状態で検出す

る数理的方法を確立し、発病前に治す超早期・予防システムを実現する

ための超早期精密医療を支える数理的基盤技術を開発します。 

２０２５年までのマイルストーン 
数理データ解析や数理モデル解析などの数学的手法を用いて全身の

様々なデータを解析し、発病前の未病状態で発病の予兆を見出し未然

に治療する汎用的数理手法の基礎的方法論を構築します。 
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